
ユネスコスクール活性化事業について 

                          愛知県教育委員会生涯学習課 

１ これまでの経緯 

愛知県は、平成２６年１１月に愛知・名古屋で開催されたＥＳＤユネスコ世界会議を

契機に、県内各校にユネスコスクールへの加盟を要請してきた。その結果、平成３０年

５月末現在で１６７校がユネスコスクールに加盟又は加盟申請中である。 

ユネスコスクールには継続的な活動が義務付けられており、今後も地域のＥＳＤ推進

拠点として発展していくことが求められている。 

 ◇加盟・申請校（平成３０年５月３１日現在） 

区分 幼 小 中 高 特支 中高 大学 計 

加盟 ３ ９７ ４２ １５ ３ ２ １ １６３

申請中 １ ２ １ ４

計 ３ ９８ ４２ １７ ４ ２ １ １６７

２ ユネスコスクール活性化事業 

関係機関との連携や指導者の資質向上を図り、ユネスコスクール間の交流によりネッ

トワークを構築し、その活動をより充実したものとするとともに、児童生徒のグローバ

ルな視野を育み、自らや自らの地域に誇りを持ち、持続的に発展する社会を築けるよう、

ユネスコスクールを継続的に支援することを目的とする。 

（１）ユネスコスクール支援会議の設置 

ＥＳＤの推進拠点であるユネスコスクールの活動やネットワーク化などについて協

議するため、学識経験者、企業・団体、学校・行政等の社会教育関係者で構成するユ

ネスコスクール支援会議を設置する。（年３回開催） 

（２）ＥＳＤ活動・研修促進事業 

ユネスコスクールの求めに応じて、先進的なＥＳＤ活動をしている学校やＮＰＯな

どから講師を派遣（３校）したり、先進的なユネスコスクールの取組を学ぶ研修会等

へ教職員を派遣（３校）したりすることにより、ＥＳＤ活動をより充実したものにす

るとともに、関係機関との連携促進を図る。 

また、管理職やＥＳＤ実践担当者を対象とした、学校現場におけるＥＳＤの推進策

を学ぶ研修会を開催し、指導者としての能力の向上を図る。 

（３）ユネスコスクール交流会の開催 

県内のユネスコスクールの活動をより充実したものとし、各校の連携を促進しネッ

トワークを構築するとともに、ユネスコスクール以外の学校やＮＰＯ、中部ＥＳＤ拠

点協議会参加団体、ＥＳＤに関心のある県民などの参加を求め、ＥＳＤの理念を広く

県内に普及啓発する機会とする。 

資料１－３ 



○ 日時：平成３０年１０月２０日（土）午後０時より午後３時まで 

○ 場所：刈谷市産業振興センター 

○ 主な内容 

・ ユネスコスクールの成果発表（ポスターセッション） 

・ 基調講演 

・ 校種別分科会 

（４）ユネスコスクール活動事例集の作成・配付 

事業全体の成果を事例集としてまとめ、配付することにより、ユネスコスクールの

活動のさらなる充実や、ユネスコスクール以外の学校へのＥＳＤの理念の普及啓発を

図る。 

（５）ユネスコスクール登録支援事業 

ユネスコスクール加盟申請方法が、オンラインツールシステム上への英語での登録

が必須となったことにより、加盟登録が妨げられないよう英文作成の補助を実施する。 

(事業概略図) 


